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研 究

乳幼児の保護者が感じる食行動の問題点と

　　　　　　　　食事の楽しさとの関連

大岡　貴史，内海　明美，向井　美恵

〔論文要旨〕

　本研究では，乳幼児期の食行動や食習慣についての新たな支援方法の確立を目的とし，保育園児およびその保護

者1271組の食事について気になる点や食事の楽しさについて検討した。食事については，「かまない」が1歳児で，

「時間がかかる」が3～5歳児で，「遊び食べ」は1～3歳児で有訴割合が高かった。一方，「食事量が少ない」は

最も割合が高かった5歳児でも16％であった。食事の楽しさでは，「楽しく食べている」と回答した保護者は1歳

女児で最も高く（94％），4歳女児で最も低かった（81％）。また，食事の楽しさと気になる点の関連については，「食

事量が少ない」，「食事量が一定しない」で特に高いオッズ比を示した。

Key　words：小児，食事，楽しさ，不安内容，要因分析

1．緒 言

　幼児期は食べる機能の発達や食事の自立が著しい時

期であり，口腔機能や自食機能だけでなく心理面など

でも発達変化が多くみられる12）。一方で，その発達変

化には個人差が大きく，食事の様子について保護者が

疑問や不安に感じる点も多くなる時期である3・4）。食事

の問題については，児の年齢や離乳段階などによりそ

の内容が変化すると報告されている56）。また，乳幼児

期の食事における問題点だけでなく，保護者の食事に

ついての疑問や不安が児との食事時間における楽しさ

に影響を与えている可能性も指摘されている3・5）。

　乳幼児の食事については，離乳の進め方や食事の自

立における指標が「授乳・離乳の支援ガイド」や母子

健康手帳に記載されている7）。その中には，乳幼児期

の食事の特徴や対応法などが記載され，育児支援の一

つとして用いられている。しかし，これらの育児支援

や情報提供でもさまざまな保護者の不安はみられ，そ

の不安軽減のための対応が求められている8）。また，

これまでの研究において示された「食事における保護

者の不安」については，食事場面における保護者の「食

事の楽しさ」との関連を具体的に検討されている報告

は少なく，保護者の不安な点と食事の楽しさの関連を

明示することは，不安な点を解消するとともに食事の

楽しさを提供する一助になると考えられる。

　本研究では，乳幼児の食行動や食習慣についての新

たな支援方法の確立の一助とすることを目的として，

乳幼児の食事に関して保護者が意識する点を児の性

別・年齢ごとに明確にするとともに，それらの点が保

護者の感じる食事の楽しさに影響する要因となるかを

検討した。
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1．対象と方法

　本研究の対象は，平成19年11～12月に東京都内某区

の保育園14園にて行われた定期歯科健診に参加した保

育園児およびその保護者1，271組であった。対象児の

うち，保育園歯科健診実施日の時点で満1歳から2歳

未満の児を1歳児とし，以下同様に2，3，4，5歳児

に分類した。対象児の年齢および性別を表1に示す。

　定期歯科健診では，事前に保護i者にアンケート用紙

を配布しt対象児の歯や口の中および食事に関する疑

問や不安を調査した。本研究では，その調査項目の中

から食事に関する10項目を検討の対象とした。その内

訳は，「かまない」，「丸飲み」，「時間がかかる」，「口

に詰め込む（以下，詰め込む）」，「遊び食べ」，「食べ

る量にむらがある（以下，食べむら）」，「食事量が少

ない（以下，量が少ない）」，「好き嫌いが多い（以下，

好き嫌い）」，「スプーンがうまく使えない」，「フォー

クがうまく使えない」であり，該当する項目に○印を

記入することで回答（複数回答可）を得た。また，特

に気になる点がない場合には「特になし」の項目に○

印を記入することとした。同じアンケート用紙内に，

保護i者が対象児の食事時間をどのように感じているか

を調査する項目を設定した。対象児の食事について「楽

しく食べている」，「あまり楽しんでいない」の2項目

を選択肢として設定し，保護i者が対象児の食事時間を

楽しいと考えているかについていずれか一つを回答と

して得た。なお，1歳未満の乳児は人数が他の年齢群

よりも少ないことt調査の対象項目の一部が乳児には

不適当であることから，調査対象から除外した。

　調査対象の10項目の有訴割合について，男女それぞ

れの群で1～5歳児までの各年齢間の比較および同

年齢児群の男女間の比較を行った。10項目のうち1項

目以上に「はい」と回答した保護者の割合を「対象児

の食事に関する不安」の有訴割合とした。また，対象

児の食事について「楽しく食べている」，「あまり楽し

表1　対象児の人数

男児 女児 合計

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

87

129

131

129

179

92

109

114

116

185

179

238

245

245

364

合計 655 616 1，271
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んでいない」を選んだ割合が性別および年齢により差

があるかを検討するため，各年齢の男児・女児群全体

を対象としたカイニ乗検定を行った。さらに，対象児

の食事について「楽しく食べている」．「あまり楽しん

でいない」いずれかを選んだ対象者・児について，上

記の2項目を目的変数とし，食事について気になる項

目との関連を単変量ロジスティック回帰分析にてオッ

ズ比，95％信頼区間およびp値を算出した。統計処理

はSPSS　l7．0を用い，統計学的有意水準は0．05とした。

なお，本研究は昭和大学歯学部医の倫理委員会の承認

を経て行われた（承認番号2007－09）。

皿．結 果

　「対象児の食事に関する不安」の有訴割合を図1に

示す。最も低い数値は5歳女児の62％，最も高い数値

は1歳女児の81％であった。

　「対象児の食事について気になる点」の10項目のう

ち，「かまない」，「丸飲み」，「時間がかかる」，「詰め込む」

の有訴割合を図2－1に示す。「かまない」では男女と

もに1歳児で最も高く，それぞれ38％，39％であった。

「丸飲み」は1歳男児で14％，1歳女児で9％と年齢

群の中で最も高い値であったが，5歳男児は0％，5

歳女児は0．5％と最も低い値であった。

　「時間がかかる」では男女ともに3歳児が最も高率

であり，それぞれ23％，27％であった。一方，1歳児

は最も数値が低く，男児は8％，女児は5％であった。

「詰め込む」は男女ともに1歳児で高率であり，それ

ぞれ21％，14％であった。

　「遊び食べ」，「食べむら」，「量が少ない」，「好き嫌い」

の有訴割合を図2－2に示す。「遊び食べ」では，男児

では2歳児，女児では3歳児がそれぞれ31％，37％と

最も値が高く，5歳児では男児15％，女児12％と最も
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図1　対象児の食事に関する不安の有訴割合
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図2－1　対象児の食事について気になる点の有訴割合（かまない，時間がかかる，丸飲み，詰め込む）
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図2－2　対象児の食事について気になる点の有訴割合（遊び食べ，量が少ない，食べむら，好き嫌い）
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図2－3　対象児の食事について気になる点の有訴割合（スプーンがうまく使えない，フォークがうまく使えない）
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低かった。「食べむら」では，男児では2歳児で25％，

女児では1歳児で32％と最も高率を示し，反対に1歳

男児と5歳女児でそれぞれ15％，11％と低い値であっ

た。「量が少ない」では，4歳男児で12％，2歳女児

で15％と最高値を示し，1歳男児で5％と最も低い値

となった。「好き嫌い」では，男女とも2歳児で最も

高い数値であり，それぞれ32％，35％であった。一

方，最も低い値は男女ともに1歳児であり，それぞれ

11％，10％であった。

　「スプーンがうまく使えない」，「フォークがうまく使

えない」の有訴割合を図2－3に示す。いずれの項目も

1歳男児および女児で高い値を示し，「スプーンがうま

く使えない」では男児25％，女児20％，「フォークがう

まく使えない」では男児29％，女児36％であった。一

方，4歳女児はいずれの項目も0％であり，男児で最

も低い数値を示した年齢は「スプーンがうまく使えな

い」で3歳児および4歳児（いずれもL2％），「フォー

クがうまく使えない」で5歳児（0．3％）であった。

　児の食事について，「楽しく食べている」，「あまり

楽しんでいない」それぞれの回答の割合を図3に示す。

「楽しく食べている」が最も高率であった群は1歳児

で，男児は89％，女児は94％であった。一方で，「あ

まり楽しんでいない」が最も高率であった群は4歳児

であった（男児17％，女児19％）。それに続き高い割

合を示したのは男児では2歳児の15％，女児は3歳児

の17％であった。回答の割合について全ての年齢・性

別を対象として「楽しく食べている」，「あまり楽しん

でいない」の割合の差についてカイニ乗検定を行った

ところ，年齢あるいは性別による差はみられなかった

（P＝0．39）○

　「食事の楽しさ」に影響を及ぼす「児の食事につい

て気になる点」の各項目の分析結果のうち，1歳児お

よび2歳児の結果を表2－1に示す。1歳児では，男

児で「時間がかかる」（オッズ比7．13），女児で「量が

少ない」（オッズ比9．6）の各1項目で有意な関連がみ

られたのみであった。2歳男児では「時間がかかる」，

「遊び食べ」，「食べむら」，「量が少ない」で有意な関

連がみられ（それぞれオッズ比5D，4．1，4．O，74．2），

女児では「時間がかかる」，「詰め込む」，「食べむら」，

「量が少ない」（それぞれオッズ比3．8，4．7，11．4，　5．3）で，

有意な関連がみられた。

　3歳児および4歳児についての結果を表2－2に示

す。3歳男児では「量が少ない」でオッズ比が6．8，

女児では「食べむら」，「量が少ない」でそれぞれオッ

ズ比が9．7，5．3となり，有意な関連がみられた。その

他の項目では有意な関連はみられなかった。4歳男児

では「時間がかかる」，「遊び食べ」，「量が少ない」の

3項目で有意な関連がみられた（それぞれオッズ比

5．7，5．5，6．8）。女児では「食べむら」，「量が少ない」

の2項目で有意な関連が示され，それぞれオッズ比は

4．1，3．6であった。

　5歳児についての結果を表2－3に示す。男児では

「食べむら」のみで有意な関連がみられ（オッズ比8．8），

女児では「時間がかかる」，「量が少ない」，「好き嫌い」

の3項目で有意な関連がみられた（それぞれオッズ比

3．2，　5．1，　33）○
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図3　食事の楽しさについての回答
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表2・1　食事の楽しさと食事について気になる点との関連（1歳児，2歳児）

1歳男児 1歳女児 2歳男児 2歳女児

項　目 オッズ比　95％信頼区間　　p値　　オッズ比　95％信頼区間　　p値　　オッズ比　95％信頼区間　　p値　　オッズ比　95％信頼区間　　p値

かまない

　丸飲み

時間がかかる

詰め込む

遊び食べ

食べむら

量が少ない

好き嫌い

スプーンがう

まく使えない

フオークがう

まく使えない

95

4
1
3
1
1
3
7
7
ユ
7
9

0
1
7
1
0
4
4
α

351

17

0．26～3．5

0．27～7．3

1．35～377

021～57

0，04～3．1

12～18．0

0．89～19．2

009～6．9

045～5．2

0．45～6，5

0．99

062

0．03’

099

0．68

028

0．08

099

052

0．46

0，21

1ユ

2．0

144

2．69

1．3

9．6

16

0．81

0．58

004～1ユ

0．12～9．9

0．20～197

047～44

0．74－～9．6

0．36～5．0

2．3～40．0

031～87

0．16～4．1

0．14～23

032

099

046

054

0．17

0．73

0．003“

062

0．99

0．52

1．0　　　　　　　0，31～3．4

0．97　　　　　　0，11～8．6

50　　　　　　1．73～14．7

144　　　　　　0，47～44

4．l　　　　　　！5～11ユ

40　　　　　15～11，0

74．2　　　　　14．5～3800

30　　　　　 1ユ～8，1

42　　　　　　0．66～272

2．4 0．58～10、0

0．07

099

0．004“

0．54

0006“

0009榊

く0001⇔

0．03本

0．15

020

1
0
8
7
6
4
3
9
2

L
ユ
3
4
L
1
1
5
2
　
3

3．7

0．28～44　　　　　　0．99

0．50～17．7　　　　　　0．23

1．1～13．6　　　　　　0．04＊

1．2～189　　　　　　0．04＊

0．48～5，0　　　　　　0．54

29～454　　　　　＜O．OOI．i

17～165　　　　　0．005叫

0．88～93　　　　　0．11

0．55～18．5　　　　　　0．20

0．82～16．6 0ユ0

゜． p〈0．05，　⇔　 p＜001

表2－2　食事の楽しさと食事について気になる点との関連（3歳児，4歳児）

3歳男児 3歳女児 4歳男児 4歳女児

項　目 オッズ比　95％信頼区間　　p値　　　オッズ比　95％信頼区間　　p値　　オッズ比　95％信頼区間　　p値　　　オッズ比　95％信頼区間　　p値

かまない

　丸飲み

時間がかかる

詰め込む

遊び食べ

食べむら

量が少ない

好き嫌い

スプーンがう

まく使えない

フオークがう

まく使えない

4
5
6
2
9
0
’
0
8
7
6

1
5
2
0
1
2
6
0
，

0

5．3

043～4．8

0．73～413

097～7．1

0．03～2．3

0．36～29

067～5．7

1．9～23．8
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表2－3　食事の楽しさと食事について気になる点との関連

5歳男児 5歳女児
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　本研究では対象児を年齢・性別によって合計10群に

分類したが，有意な関連がみられた年齢・性別群の数

を10項目それぞれで集計すると，最も多くの年齢・性

別群で有意な関連がみられたのは「量が少ない」（9

群）であり，次いで「時間がかかる」，「食べむら」（い

ずれも6群）となった。一方，「丸飲み」，「スプーン

がうまく使えない」はいずれの年齢・性別でも有意な

関連はみられず，「かまない」，「詰め込む」の項目は

それぞれ1群のみで有意な関連がみられた。

IV．考 察

　乳幼児期の食事については，口腔領域の形態変化，

口腔機能の発達，心理的な自立など多くの面で経年齢

的な変化がみられるL9）。一方で，その変化の個人差や
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食事の自立によって保護者が食事について疑問や不安

を抱くことも多い時期である351°）。これまでの研究で，

乳幼児の食事に関する保護者の疑問や不安は幼児期全

体にわたること，その内容は離乳の進み具合や食事形

態，食具の使い方など多岐にわたることが報告されて

いる35）。本研究では，保護者が食事の時間に感じる「楽

しさ」に影響を及ぼす要因を明らかにするため，幼児

の食事における気になる点と保護者の食事の楽しさと

の関連を幼児の年齢および性別ごとに解析を行った。

ただし，食事に関する多因子についての解析は行わず，

保護者の食事の楽しさと食事における気になる点のみ

について検討を行った。

　対象児の食事に関する不安を持つ保護i者の割合は，

男児で65～78％，女児で62～81％と性別による差は少

なかった。これまでの報告では，1～3歳児の食事に

ついて80％以上の保護者が何らかの疑問や不安を抱い

ていることが示されており，本研究の結果はこれらの

報告とほぼ同様の傾向が得られたと考えられる34）。

　食事について気になる点については，年齢によって

有訴割合が大きく変化していた。「かまない」，「丸飲

み」は咀噛機能の未発達によるものと考えられるが，

それぞれ最も高い頻度は1歳児であった。幼児の咀噌

機能は歯列の成長とも関連があり，3歳で乳歯列が完

成するとされる11）。それに伴って咀囎機能も一定の発

達段階に達するとされるため，その機瀧が発達途上に

ある年齢では不十分な咀噌回数で嚥下すると考えられ

る12）。そのため1歳児では上記2項目が気になる保護i

者が多く，2歳児以降は有訴割合が低下したものと推

察される。一方，2歳児以降は介助食べから自食の頻

度が増えていく時期とされており，その時期には食事

時間の延長や遊び食べ，ちらかし食べなどの様子が増

えるとされる1314）。また，自食時の問題の一つに食事

ペースや一口量のコントロールが困難であるとされて

おり，これらの問題が2～4歳児の「詰め込む」，「時

間がかかる」，「遊び食べ」，「食べむら」などの不安な

点として挙げられたのではないかと考えられる15）。反

対に，自食の上達によって自食動作が未熟な1歳児に

スプーンやフォークの扱いを気にする保護者の割合が

多く，その後の年齢では数値が低くなったものと考え

られる。

　保護者が考える食事の楽しさについては，80％以上

が「楽しく食べている」と回答した一方で，4歳児で

20％近くの保護者が「あまり楽しんでいない」と回答

小児保健研究

しており，幼児の食事に際して何らかの負担を感じて

いる保護者がいると考えられる。乳幼児の食事につい

ての保護者が注意している点として，栄養バランスや

マナーなど多くが挙げられているが，その中で「楽し

く食べること」を挙げた保護者も60～70％という割合

であり，乳幼児期を通して「食事の楽しさ」に重点を

置く保護者が多いことが示されている3）。しかし，実

際の乳幼児の食事の楽しさでは保護者の43～65％し

か「楽しく食べている」と感じていないとの報告がみ

られる5）。先行研究および本研究の結果から，多くの

保護者が乳幼児の食事を楽しんでいる一方で，何らか

の理由によって食事時間を楽しめない保護者も少な

くないことが示唆された。前述のように，保護者の多

くは乳幼児の食事について何らかの不安や疑問を抱

いているが，不安や疑問点は多岐にわたること，幼児

の年齢によって保護者が不安や疑問を抱く点が異な

ることから，食事の楽しさとこれらの点との関連は明

確にされていない。幼児の食事に保護者が満足してい

る場合は幼児との食事時間を長くとる傾向があり，共

食によって食事の楽しさが高められることが示唆さ

れている16）。そのため，幼児とともに食事をとる際，

何らかの不安が食事の楽しさを妨げている可能性が

考えられ，本研究では食事の楽しさと食事について気

になる点との関連を単変量解析にて検討した。

　1歳児では，男児で「時間がかかる」，女児で「量

が少ない」の項目と食事の楽しさとの間に関連があ

り，これらの疑問や不安が保護者の食事の楽しさに影

響すると考えられる。1歳は離乳完了を経て自食へと

進む時期であり，その過程で「遊び食べ」，「ちらかし

食べ」などがみられることで食事時間が延長すること

が多いとされる3｝。さらに，保護者が食事の時に気に

なる点として「幼児の食事中の行動」を多く挙げてお

り，スプーンで皿をたたくなどの行動を保護者が嫌う

傾向があるとされ，食行動が保護者の関心の中心とな

ると考えられる17）。また，1歳児の食事で気になる点

として「遊び食べ」などが挙げられることが多いこと，

それらの特徴は主に保護者の介助にて食事を進める離

乳期とは大きく異なる点であることから，保護者の楽

しさへ大きな影響を与えているのではないかと推察さ

れる。

　2歳児では男女ともに「時間がかかる」，「食べむら⊥

「量が少ない」など多くの項目で食事の楽しさに影響

を与えることが示され，3歳児では有意な関連がみら
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れた項目数は少ないながら「量が少ない」の項目は男

女ともに食事の楽しさとの関連があると考えられる。

これらの中でも「量が少ない」は4歳児，5歳児でも

高いオッズ比を示し，食事の楽しさに影響を与える要

素であることが示唆される。これまでの報告で，自食

や食事の自立がなされた幼児では，保護i者は食行動だ

けでなく摂取量への関心が高くなるとされる1819’。特

に家庭での食事は保護者自らが用意するため，食事摂

取量が確保できない，あるいは時間がかかるという事

象は保護者の満足感にも影響を与える可能性が考えら

れ，食事の楽しさを減じる大きな要素であると推察さ

れる。一方，「かまない」，「好き嫌い」，「フォークが

うまく使えない」などの項目は高い有訴割合であった

が，食事の楽しさとの間にはほとんど有意な関連がみ

られなかった。これらは食行動上の問題としては保護

者の関心が向けられるものの，調理形態の工夫や介助

法などによって問題なく食事を進められる要因である

と考えられた6・7）。

　以上から，乳幼児の食事に関しては多くの保護i者が

何らかの不安を感じること，その内容は年齢によって

も大きく変化することが示唆される。また，乳幼児の

食事を楽しく感じられない保護者も約2割いることが

示され，食事を楽しく感じられないことを助長する要

素として幼児の遊び食べや食べむら，食事の摂取量が

少ないといった食行動が含まれることが示唆される。

これらの食行動や事象は決して珍しいことではないも

のの，その頻度や程度によっては食事の進み方が保護

者の想定とは異なり，それによって幼児の食事を負担

と感じる原因となる可能性があると推測される。しか

しながら，本研究では食事の楽しさと各項目を単変量

ロジスティック回帰解析のみで検討していること，家

族構成や食事時間の長さ，食事の時刻などを考慮して

いないことから，他の要因が食事の楽しさに大きく影

響している可能性も否定できない。今後は対象項目を

再検討し，要因同士の関連も含めた調査が必要になる

と考えられた。

V．結 論

　幼児の保護者の多くが幼児の食事について何らかの

不安を持ち，特に食事摂取量や食行動に関する項目は

保護者の食事の楽しさを減じる要因となることが示唆

された。乳幼児の食事の進め方に不安を持つ保護者に

ついては機能面・栄養面のみならず食事の問題点や実
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態に対応した支援が必要であると推察された。
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ing　behavior．　Therefore，　questionnaire　investigation　was

carried　out　about　the　varieties　of　the　anxiety　of　parents

regarding　feeding　situation　and　the　pleasure　in　mealtime

of　1，271　pairs　of　kindergartens　and　their　parents　who　at－

tended　the　dental　checkup　in　a　certain　ward　of　Tokyo

metrOpolitan．

　　As　a　result，　the　matter‘not　chew　enough’showed

the　high　percentages　of　the　parents　in　1－year－old　group

and　the　matter　of‘ prolonged　mealtime’showed　the

high　percentages　in　children　in　age　frorn　3　to　5．　In　ad－

dition，　the　percentage　of　the　matter　of‘ playing　during

ameal’was　higher　in　children　in　age　frorn　l　to　3．　On

the　other　hand，　the　matter　of‘low　amount　of　intake’

showed　to　be　16％in　5－year－old　children．　The　percent－

age　of‘feeling　pleasure　of　mealtime’in　parents　was

highest　in　l－year－old　girl（94％）and　lowest　in　4－year－

old　girl（81％）．The　odds　ratio　to　‘feeling　not　pleasant

in　mealtime’was　higher　in　the　matter　of‘low　amount

　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

of　intake　　and　　variable　in　arnount　of　intake　　．

　　These　results　suggested　that　the　various　rnatters　con－

cerning　eating　behaviors　and　progress　of　meal　of　children

such　as　amount　of　food　intake　can　affect　the　pleasure

of　their　parents　in　mealtimes　and　it　may　be　needed　to

support　multilaterally　for　the　parents　have　some　kind　of

anxiety　about　their　children，

〔Summary〕

　The　aim　of　this　study　was　to　be　part　of　the　establish－

ment　the　new　support　systern　for　infants　regarding　eat一

〔Key　words〕

children，　feeding，　pleasantness，

contents　of　the　anxiety，　attribution　analysis
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